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論文審査の結果の要旨 









 長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科教授会は、平成 28 年 12 月 14 日の定例教授会に
おいて、予備審査委員会による予備審査の結果の報告に基づいて、課程修了のための学位論文
提出の資格を審査し、本論文を受理して差し支えないと認め、上記の通り審査委員を選定した。審
査委員は主査を中心に論文内容について慎重に審議し、公開論文発表会（平成 29年 1月 23日）









 第一章では、局所の寒冷耐性の評価指標である寒冷血管拡張反応（CIVD; Cold Induced 
Vasodilation）の実験を行った。実験は室温 25℃、湿度 50％RH に設定された人工気象室内で行
われ、10分間の安静後、水温５℃の冷水に中指を 20分間浸漬させ、浸漬終了後に安静 10分とし
た。実験中、指皮膚血流量、指皮膚温及び指温度感覚を測定し、平均指皮膚温、CIVD 発現時
間、温度感覚上昇発現時間等の CIVD 諸値から、熱帯地域住民であるバングラデシュ人と温帯地
域住民である日本人と比較検討を行った。バングラデシュ人は寒冷耐性と正の関連性がある体脂
肪率が高いにもかかわらず、冷水浸漬前の指皮膚温が低く、CIVD 反応発現時間が遅く、さらに浸
漬中の温度感覚上昇発現時間も遅かったことから、局所寒冷耐性は低いことを明らかにしている。 
第二章では、温度感覚表現についてバングラデシュ人と日本人を対象としてアンケート調査を実
施している。快適とする温度感覚として、バングラデシュ人の多くが中立温度（暑くも寒くない）を選
択したが、日本人の多くは涼しいと答え、さらに、暑熱寒冷の具体的温度にも両者間に差があり、
バングラデシュ人が寒冷環境に対して、より感受性が高いことを明らかにしている。 
第三章では、熱帯地域住民の温帯地滞在期間と寒冷適応に関する研究で、同じ被験者に４回
のCIVD実験を行う縦断的研究を行った。温帯地滞在期間と浸漬中の平均指皮膚温、CID発現時
間、温度感覚上昇発現時間等の CIVD 緒値との間には明確な関連性は認められなかった。しか
し、本研究で新たに算出した評価法である冷水浸漬中の反応のパターンの指標（冷水浸漬中の指
皮膚温の変動率）に注目した解析では、熱帯地域住民が寒冷適応する場合に、温帯地域滞在初
期においては寒冷暴露に対して大きなエネルギー消費（熱損失）を伴う反応で、季節変動の影響
も大きかったが、滞在期間が長くなるとともに、次第に環境と暴露された皮膚温の差を小さくし、エ
ネルギー消費を最小限に抑えようとする耐熱型の寒冷適応へ移行する事を明らかにしている。 
以上のように本論文では、熱帯地域住民であるバングラデシュ人と温帯地域住民である日本人を
対象とした実験、調査の結果から、温度の高い熱帯地域の住民は、温帯地域住民より寒冷耐性が
低く、寒冷環境に対する感受性が高く、温度感覚は中立温度が快適温度であること、さらに寒冷暴
露初期では寒冷適応の調節能は低いが、暴露期間が長くなるとより断熱型のより細かい調節に移
行することを示した。これらの成果は、大きな気象変動や多くの人々が温度帯域を越えてグローバ
ルに往来、さらには居住、移住するようになった現代において、環境生理学の中でも特にヒトの温
度適応の分野に対する多大な貢献をするものと期待できる。  
 学位審査委員会は、本論文が環境科学（環境生理学）の進歩発展に貢献するところが大きいと
認め、博士（学術）の学位に値するものとして合格と判定した。 
 
 
